
参
加
者

：
約
一
一
〇
名
（
外
国
人
留

学
生
四
〇
名
、
日
本
人
学

生
四
〇
名
、
教
職
員
三
〇

名
）

参
加
資
格

：

九
州
地
区
大
学
等
の
外
国

人
留
学
生
・
日
本
人
学
生

及
び
教
職
員

内
容

：

講
演
「
正
し
い
食
生
活
を

送
る
た
め
に
」

講
師
九
州
大
学
健
康
科

学
セ
ン
タ
ー
長
上
園
慶
子
氏

分
科
会
等
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
食
生
活
体
験
発

表
を
交
え
な
が
ら
、
一
〇
名
の
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養

士
の
リ
ー
ド
の
も
と
立
松
洋
子
別
府
大
学
短
期
大
学
部
准

教
授
に
よ
る
食
生
活
の
現
状
を
考
察
す
る
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

日
本
学
生
支
援
機
構
九
州
支
部
福
岡
事
務
所

担
当

：

田
代
、
目
加
田

〒
八
一
二
―
〇
〇
二
五
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
店
屋
町
四
―
一

電
話

：

○
九
二
―
二
六
二
―
一
○
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

○
九
二
―
二
六
二
―
二
二
一
三

E
-m
a
il ：

k
y
u
sh
u
@
ja
sso
.g
o
.jp

�学
生
対
応
事
例
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
機
構
東
北
支
部
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
抑
う
つ
症
状
を
は

じ
め
精
神
疾
患
が
あ
る
、
ま
た
特
別
の
配
慮
が
必
要
な
学
生
に
対
す
る

支
援
の
た
め
、
実
践
的
な
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
東
北
地

区
の
大
学
等
職
員
を
対
象
に
、
「
～
学
生
支

援
担
当
職
員
の
た
め
の
～
学
生
対
応
事
例
研

究
会
―
連
携
―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

主
催

：

日
本
学
生
支
援
機
構
東
北
支
部

協
力
団
体

：

み
や
ぎ
学
生
相
談
連
絡
協
議
会

日
時

：

平
成
一
九
年
一
二
月
七
日
（
金
）

一
〇

：

二
〇
～
一
七

：

〇
〇

会
場

：

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台

定
員

：

三
○
名

参
加
対
象

：

東
北
地
区
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
教
務

課
・
学
生
課
等
で
学
生
関
連
窓
口
業
務
を
二
年
以
上
経
験

し
た
職
員

内
容

：

大
学
生
の
時
期
の
抑
う
つ
状
態
に
関
す
る
講
演
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
情
報
交
換
会
（
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
）

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

日
本
学
生
支
援
機
構
東
北
支
部

〒
九
八
一
―
○
九
三
五

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
三

条
町
一
〇
―
一
五

電
話

：

○
二
二
―
二
七
四
―
八
○
○
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

○
二
二
―
二
七
四
―
八
○
○
四

h
ttp

:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp

/
s_to
h
o
k
u
/
in
d
ex
.h
tm
l

�東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ
平
成
会
議
施
設
の
ご
案
内

「
国

際
研
究
交

流
大
学

村
」
の
拠

点
の
一
つ
で
あ
る
東

京
国

際
交

流

館
プ
ラ
ザ
平
成
に
は
、
国

際
交

流
会
議
場
を
は
じ
め
と
す
る
大

小
七
つ
の
会

議
施
設
が
あ
り
、
多
様
な
知
的
交
流
の
場
と
し
て
、
国
際
会
議
、
講
演
会
、

学
会
、
映
画
会
、
音
楽
会
な
ど
幅
広
い
用
途
に
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
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機 構 だ よ り

平成18年３月に開催した
食生活セミナー

平成18年度学生対応事例研究会

�

「
大
学
等
の
た
め
の
危
機
管
理
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
施
に
つ
い
て

本
機
構
九
州
支
部
福
岡
事
務
所
で
は
、
昨
年
大
学
等
の
教
職
員
に
対

し
、
危
機
管
理
意
識
の
向
上
、
災
害
発
生
前
の
防
止
対
策
や
啓
発
活
動
、

発
生
時
に
迅

速
か
つ
適

切
に
対

処
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
習

得
を

目
的
と
し
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、

各
大
学

等
の
反

響
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
危
機

管
理
に
対
す
る
対
応

能
力
の
習
得
、
意
識
の
向
上
等
を
図
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
福
岡
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

【
掲
載

先
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
h
ttp

:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp

/
s_k
y
u
sh
u
/
in
d
ex
.h
tm
l

主
催

：

日
本
学
生
支
援
機
構
九
州
支
部
福
岡
事
務
所

運
営
協
力

：

日
本
大
学
、
西
南
学
院
大
学
、
九
州
産
業
大
学
、
長
崎
大

学
、
九
州
大
学
、
福
岡
市
市
民
局

日
時

：

平
成
一
九
年
一
一
月
一
九
日
（
月
）
一
〇
時
三
〇
分
～

一
七
時
一
〇
分

会
場

：

読
売
新
聞
西
部
本
社
一
階
よ
み
う
り
プ
ラ
ザ

〒
八
一
〇
―
八
五
八
一
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
一
―

一
六
―
五

定
員

：

約
六
〇
名

参
加
資
格

：

九
州
地
区
の
国
公
私
立
大
学
・
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門

学
校
の
教
職
員

内
容

：

講
演

�「
大
学
等
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い

て
―
先
行
事
例
―
」（

仮
題
）

講
演

�「
大
学
等
に
お

け
る

危
機

管
理
体

制
の

在
り

方
」

（
仮
題
）

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
地

図
を
使
っ
て
防
災
対
策
を
検
討

す
る
訓
練
）」

連
絡

先

：

日
本
学
生
支
援
機
構
九
州
支
部

福
岡
事
務
所

担
当

：

久
家（

く
げ
）・

薬
師
寺

〒
八
一
二
―
〇
〇
二
五
福
岡
県

福
岡
市
博
多
区
店
屋
町
四
―
一

電
話

：

〇
九
二
―
二
六
二
―

一
〇
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

〇
九
二
―
二
六
二
―
二
二
一
三

E
-m
a
il ：

k
y
u
sh
u
@
ja
sso
.g
o
.jp

�「九
州
地
区
学
生
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」

人
の
生
活
基
盤
と
な
る
衣
食
住
の
う
ち
、
食
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
我
が
国
の
学
生
の
約
七
割
は
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
、
自
ら
病
気

を
発
症
し
て
か
ら
判
る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
学
生
の
多
く
は
、
朝
食

を
抜
い
た
り
、
空
腹
を
満
た
す
た
め
に
偏
っ
た
食
事
を
し
た
り
し
て
い

る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
学
生
活
を
健
康
に
送
る
た
め
の
正

し
い
食
生
活
に
つ
い
て
参
加
者
と
共
に
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、

併
せ
て
、
正
し
い
食
生
活
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
食
生

活
の
大
事

さ
を

周
知

さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
学
生
は
も

ち
ろ

ん
、
大
学
の
教
職
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

：

平
成
一
九
年
一
二
月
一
日
（

土
）
一
一

：

〇
〇
～
一
六

：

〇
〇

会
場

：

九
州
大
学
六
本
松
地
区

新
一
号
館
三
階
～
四
階
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機 構 だ よ り

DIG実施中



会
議
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年
四
月
よ
り
、
改

定
料
金
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き

や
す
い
会
議
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

下
見
、
ご
見
学
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

東
京
国
際
交
流
館
事
業
部

〒
一
三
五
―
八
六
三
〇
東
京
都
江
東
区
青
海
二
―
七
九

国
際
研
究
交
流
大
学
村
内

電
話

：

〇
三
―
五
五
二
〇
―
六
〇
〇
一

E
-m
a
il ：

tiecp
ro
ject@

ja
sso
.g
o
.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：

h
ttp
:/
/
w
w
w
.tiec.ja

sso
.g
o
.jp
/

◇
交
通

新
交
通
ゆ
り
か
も
め
「
船
の
科
学
館
」
下
車
徒
歩
三
分

東
京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん
か
い
線
「
東
京
テ
レ
ポ
ー
ト
」
下
車
徒
歩

一
五
分

◇
施
設
案
内

■
国
際
交
流
会
議
場

各
種
会
議
、
講
演
会
、
映
画
会
、
音
楽

会
、
展
示
会
等
多
目
的
に
利
用
で
き
る

会
議
施
設

○
床
面
積
五
七
一
㎡

○
座
席
数
四
七
九
席（
一
部
可
動
式
）

■
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

各
種
会
議
、
講
演
会
、
学
会
、
映
画
会
、

音
楽
会
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
多

目
的
に
利
用
で
き
る
会
議
施
設

○
床
面
積
一
三
六
㎡

○
座
席
数
一
〇
二
席
（
可
動
式
）

■
会
議
室
五
室

○
床
面
積

三
九
㎡
～
一
四
一
㎡

○
座
席
数
一
二
席
～
六
〇
席
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機 構 だ よ り

会議室１（60席） メディアホール（102席）

国際交流会議場（479席）

東京国際交流館プラザ平成会議施設ご利用料金表（光熱水料等含む。税込み）

施 設 名
全日（８時間）
（円）

半日（４時間）
（円）

夜間（４時間）
（円）

延長（全日）1時
間あたり（円）

延長（夜間）1時
間あたり（円）

国際交流会議場 647,325 323,662 395,062 152,061 187,761

メディアホール 198,450 99,225 122,325 47,911 59,461

会議室１ 102,375 51,187 63,787 25,136 31,436

会議室２ 63,840 31,920 39,270 15,330 19,530

会議室３ 52,920 26,459 32,759 13,177 16,327

会議室４ 30,030 15,014 19,214 7,686 9,786

会議室５ 29,715 14,857 19,057 7,654 9,754

*全日（９時～17時） *半日（９時～13時、13時～17時） *夜間（17時～21時）




